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モータータンパク質の一種キネシンの会合体と、そのレールタンパク質である

微小管を混合すると、微小管が自発的に放射状のアスター構造をとることが知

られている。我々は会合の程度を変えることで放射状とは異なる、ストレスフ

ァイバー様の微小管ネットワークを自己集積的に形成することを発見した。さ

らにこのファイバーを特殊な形状のマイクロチャンバー内で形成させると、長

さ数ミリメートルの人工筋肉のような収縮性ファイバーが作成可能となった。 

 

 


